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１．東北地方における観光客の入込み状況

表１－１ 東北各県宿泊施設における宿泊者数

注）平成 23～25 年は「確定値」、平成 26 年は「暫定値」を用いている。 資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」

注）平成 23~25 年は「確定値」、平成 26 年は「暫定値」を用いている。 資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
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資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」

注１）平成 23~25 年は「確定値」、平成 26 年は「暫定値」を用いている。

注２）震災による二次避難者を含む。

「二次避難」とは、仮設住宅など安定的な住居が確保できるまでの「つなぎ」として、大部屋型の避

難所からより居住環境の良い施設等へ避難すること。

注）平成 23~25 年は「確定値」平成 26 年は「暫定値」を用いている。資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
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資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」

注１）平成 23~25 年は「確定値」、平成 26 年は「暫定値」を用いている。

注）平成 23～25 年は「確定値」、平成 26 年は「暫定値」を用いている。 資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
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表１－２ 東北各県における観光客延べ入込み数の推移

（単位：万人）

平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年

青森県 ４，８５９
３，４２１

（１，４８７）

３，１５４

（１，１１１）

３，２９５

（１．１４８）

３，３１７

（９８３）

岩手県 ３，７５２
２，７８７

（１，２２９）

２，３８５

（１，１７８）

２，７４２

（９７５）

２，８９４

（８３０）

宮城県 ６，１２５
６，１２９

（１，９９８）

４，３２３

（１，５７７）

５，２０８

（２，４７２）

５，５６９

（１，８５０）

秋田県 ４，４５９
４，３８９

（ － ）

２，９４５

（１，０４３）

３，１７５

（８８８）

３，２１３

（９５８）

山形県 ４，１８４
３，９４３

（１，４５２）

３，５４０

（１．４５３）

３，８１８

（１，５２１）

４，０１７

（１，５８３）

福島県 ５，６２１
５，７１８

（２，２５４）

３，５２１

（１，４８２）

４，４４６

（１，６３９）

４，８３１

（集計中）

東北６県計 ２９，０００
２６，３８７

（８，４２０）

１９，８６１

（７．８４４）

２２，６８４

（８．６４３）

２２，６８４

（ － ）

新潟県 ７，５８８
７，０８２

（２，６７６）

６，６６７

（２，６１７）

７，０８６

（２，５７６）

７，１６０

（３，１１５）

資料：各県観光統計資料及び観光庁「共通基準による観光入込客統計」により東北運輸局作成

注１：平成 22 年度より、下段に「共通基準」による実績（実入込客数）を再掲

表１－３ 東北各県における延べ宿泊者数の推移

（単位：万人）

平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年

青森県 ３４７ ３５４ ４４８ ４５５ ４７６

岩手県 ４１６ ４２６ ６３１ ６５２ ５５９

宮城県 ６６１ ７２４ ９７９ １，０００ １，１３３

秋田県 ２８７ ３１３ ３７２ ３４６ ３４９

山形県 ４００ ４２６ ５４３ ５５６ ５４３

福島県 ７１２ ７８２ １，０８０ １，０５９ １，０７５

東北６県計 ２，８２３ ３，０２５ ４，０５３ ４，０６８ ４，１３５

新潟県 ７２７ ７３４ １，０３７ １，０２０ ９６８

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査報告」（確定値）
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表１－４ 東北方面への修学旅行実施状況

公立中学校の東北方面への修学旅行実施状況

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

北海道 ３８６ ３８６ ９ ８４ １２４

東 北 ９ ０ ２ １ １３

関 東 ５３ ９４ １１ ２７ ２７

中 部（平成２２年度まで） ０ １

甲信越 ０ １ １

北 陸 ０ ０ ０

東 海 ０ ０ １

近 畿 １ ３ １ １ ２

中 国 ０ ０ ０ ０ ０

四 国 ０ ０ ０ ０ ０

九 州 ０ ０ ０ ０ ０

合 計 ４４９ ４８４ ２３ １１４ １６８

※ 平成２３年度から方面別の区分けを変更

公立高等学校の東北方面への修学旅行実施状況

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 24 年度

北海道 ０ ０ ０ ０ ２

東 北 ２ ２ ０ ３ ０

関 東 ５ ９ ６ １１ １３

中 部（平成２２年度まで） ２ ３

甲信越 ０ ０ １

北 陸 ０ ０ ４

東 海 ０ ０ ２

近 畿 ２１ ２４ ６ ４ １６

中 国 ２ ０ １ ０ １

四 国 ２ １ ０ ０ ０

九 州 １６ １７ ０ ３ ９

合 計 ５０ ５６ １３ ２１ ４８

※ 平成２３年度から方面別の区分けを変更

資料：公益財団法人全国修学旅行研究協会 「公立高等学校修学旅行方面別実施状況」「公立中学校修学旅

行方面別実施状況」
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表１－５ 東北の主要夏祭りの動向

東北の主要夏祭りへの入込み客数の推移

（万人）

平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年

合 計 1,561.2 1,459.9 1,481.6 1,495.5 1,376.7

各夏祭りへの入込み客数の状況（平成 26年）

祭り 開催地 期 間
入込客数

（万人）

25 年比

（％）

22 年比

（％）

青森ねぶた祭り 青森市 8/2～8/7 259 90.9 87.2

弘前ねぷたまつり 弘前市 8/1～8/7 130 79.8 79.8

五所川原立佞武多 五所川原市 8/4～8/8 104 81.9 70.7

八戸三社大祭 八戸市 7/31～8/4 114.3 102.7 110.1

盛岡さんさ踊り 盛岡市 8/1～8/4 136.5 104.7 101.0

北上・みちのく芸能まつり 北上市 8/1～8/3 35.7 91.8 106.3

秋田竿燈まつり 秋田市 8/3～8/6 126 89.4 93.3

全国花火競技大会 大仙市 8/23 72 94.7 90.0

仙台七夕まつり 仙台市 8/6～8/8 204.2 99.0 86.6

山形花笠まつり 山形市 8/5～8/7 63 70.0 63.0

新庄まつり 新庄市 8/24～8/26 52.5 99.1 114.1

相馬野馬追い（注１） 相馬市ほか 7/26～7/28 17.5 117.5 91.1

郡山うねめまつり 郡山市 8/7～8/9 35 106.1 98.6

福島わらじまつり（注２） 福島市 8/1～8/2 25 104.2 89.3

合 計 1,376.7 92.1 88.2

出典：日本銀行青森支店、秋田支店、仙台支店、福島支店（平成 26 年 9月 10 日）



２．国際観光の状況

表2-1 州別、国・地域別訪日外国人旅行者数の推移

出典：平成26年版観光白書（国土交通省）

注）日本政府観光局（JNTO)資料に基づき観光庁作成。

10



11

表２－２ 訪日外国人 地方別訪問率の推移

平成 20年 平成 21年 平成 22年 平成 23年 平成 24年 平成 25年

北海道 7.6 8.1 8，0 8.8 7.8 7.8

東北 4.0 3.5 3.6 3.3 2.6 2.2

関東 62.8 63.5 64.5 64.4 59.2 53.7

北陸 3.1 3.0 2.9 3.3 4.7 5.0

中部 19.9 20.9 20.8 22.7 13.9 12.1

関西 34.2 33.4 33.1 34.5 32.6 33.3

中国 5.2 5.2 5.6 5.1 4.0 4.0

四国 0.9 1.1 1.1 1.1 0.8 1.0

九州 12.4 12.1 10.1 10.9 11.0 12.8

沖縄 2.2 2.3 2.5 2.7 3.1 3.9

資料：平成 23 年までＪＮＴＯ訪日外客訪問地調査 2010（日本政府観光局）。同調査終了のため

平成 24 年から観光庁「訪日外国人旅行者消費動向調査」

表２－３ 東北各県における外国人延べ宿泊者数の推移

（単位：人）

平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年

青森県 71,820 59,170 59,100 33,730 42,430 62,480

岩手県 88,520 64,640 83,440 33,330 45.990 65,320

宮城県 150,920 115,100 159,490 53,520 90,330 106,600

秋田県 41,990 45,060 63,570 27,210 27,580 36,140

山形県 41,060 41,740 52,630 34,710 32,170 37,410

福島県 122,620 56,870 87,170 27,540 37.230 41,830

東北６県計 516,930 382,580 505,400 210,040 275,730 349,770

新潟県 110,060 87,430 99,330 91,250 96,870 106,510

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査報告」

注：平成 22 年 1 月～3 月調査までの調査対象は従業員数 10 人以上のホテル、旅館及び簡易宿所など

の宿泊施設。平成 22 年 4月～6月調査より、従業員数 9人以下を含むホテル、旅館、簡易宿所、会

社・団体の宿泊所などの全宿泊施設に調査対象を拡充した。
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表２－４ 東京から列車利用による最速乗車時間

（単位：分）

都 市 名 青 森 盛 岡 仙 台 秋 田 山 形 福 島 新 潟

乗車時間 １７９ １３１ ９１ ２３０ １６８ ８２ ９７

距離(㎞) 713.6 535.3 351.8 662.6 359.9 272.8 333.9

備 考 乗換 0回 乗換 0回 乗換 0回 乗換 0回 乗換 0回 乗換 0回 乗換 0回

都 市 名 弘 前 宮 古 石 巻 男 鹿 酒 田 会津若松 直江津

乗車時間 ２１９ ２５０ １７０ ２８６ ２２６ １４６ １１６

距離(㎞) 742.2 637.4 401.5 702.2 502.1 291.3 283.4

備 考 乗換 1回 乗換 1回 乗換 3回 乗換 2回 乗換 1回 乗換 1回 乗換 1回

資料：東北運輸局作成

注１：石巻は仙石線不通区間の影響による代行バス輸送があるため乗換３回

注２：男鹿は１日で移動できる最速時間を記載

表２－５ 東北の空港からの路線

平成 27 年 3 月現在

国 内 線 国 際 線

仙 台 空 港

札 幌 (75) 成 田 (60) 小 松 (60)

中 部 (80) 関 西 (100) 伊 丹 (85)

神 戸 (95) 広 島 (80) 福 岡 (130)

那覇(195)

ソウル グアム 台北 ホノルル

上海 北京

青 森 空 港
札幌(50) 羽田(80) 小牧(90)

伊丹(100)

ソウル

三 沢 空 港
羽田(85) 札幌(60) 伊丹(95)

花 巻 空 港
札幌(55) 小牧(85) 伊丹(95)

福岡(135)

山 形 空 港
羽田(65) 伊丹(85) 小牧(75)

庄 内 空 港
羽田(65)

秋 田 空 港
札幌(60) 羽田(70) 伊丹(100)

中部(90)

ソウル

大館能代空港
羽田(80)

福 島 空 港
札幌(80) 伊丹(75)

新 潟 空 港

札幌(75) 佐渡(25) 成田(70)

中部(65) 小牧(55) 伊丹(75)

福岡(115) 那覇(185)

ソウル ハルビン 上海 グアム

台北

資料：東北運輸局作成

注：（ ）内は各空港発所要時間で単位は分（運休中の便も含む）
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表２－６ 東北地方における国際会議開催件数の推移

平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年

青 森 県 １ １ ７ ３ ５

岩 手 県 １ ６ １ ３ ３

宮 城 県 ６７ ７４ ４２ ８５ ８１

秋 田 県 ７ １ ２ １ ２

山 形 県 １ ２ ２ ３ ０

福 島 県 ２ ２ ０ １８ １０

東北６県計 ７９ ８６ ５４ １１３ １０１

新 潟 県 ２５ ３０ １６ ２８ ２０

合 計 １０４ １１６ ７０ １４１ １２１

資料：ＪＮＴＯ「コンベンション統計」（国際観光振興機構）

注：国際会議の選定基準（平成 19 年からの新基準）

① 主催者：国際機関・国際団体又は国家機関・国内団体

② 参加者総数：50 名以上

③ 参加者：日本を含む 3カ国以上

④ 開催期間：1日以上

以上の①～④を全て満たすものを「国際会議」とみなす。


